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   ニュースレター第 4 号をお届けします。 

     前回から間隔が開きましたが、この間の皆様の様々なご支援に感謝申し上げます。 

さて、年間報告も兼ね活動状況をお知らせします。家庭裁判所からの受任案件は累計で 2 桁に 

乗り、一層責任も増してまいりました。一方、ご本人が亡くなられた案件も数件あり、業務の性 

質上予想されたこととはいえ、悲しい思いを致しました。また、数十名から百名超の方を対象と 

した成年後見制度に関する説明依頼を何度か頂戴するなど、地域社会における成年後見制度 

利用ニーズの高まりが切々と感じられます。『パルシステム千葉』様からの助成を得てプロジェ 

クター一式を購入することができ、説明会への対応体制も整備中です。 

11 月 26 日には、文化センターで開催された四街道市社会福祉大会で活動内容の発表機会 

を与えていただき、その要約が社会福祉協議会の広報誌「ふくし」(1 月 15 日発行)に掲載されま 

した。前述の『パルシステム千葉』様からも取材を受け、会員向け広報誌「ぱるのおと」（１月号、 

1 月 4 日（月）～8 日（金）に配布）にほっとの活動状況を載せていただくなど、外部への活動ア 

ピールも行うことができました。 

  会員一同ますます気を引き締め、誠意をもって信頼感ある案件対応を心がけるとともに、成年 

後見制度の普及・利用促進に力を注いで参りたいと考えています。 

                                     （理事長 井上博司）  

 

  ■活動の現場から          

              〈 信頼される市民後見人を目指して 〉 

 

             「後見事務手続きに伺いました」 

           私の後見人としての最初の緊張は、この言葉を発する数か所の金融機関廻りで 

           した。被後見人様や申立人様との初回面接では緊張はありませんでしたのに。 

   さて、『市民後見人養成講座』を受けたきっかけは、私が若い頃、「私が死んだ後が心配」と話し 

ておられた知的障がい児をお持ちのお母さまとの思い出です。講座では、『判断能力が十分で 

ない方が不利益を被らないように、その方を援助してくれる人を付けてもらう』制度であり、奉 

仕活動色の強い活動と学びました。実は、私に出来るか正直迷いましたが、講座で学んだ市民 

で行うことの良さを生かしたいと思い『ほっと』に入りました。 

    そんな経過を経て今、成年後見人の一担当者として奮闘しています。案件によって状況が異な 

   るため、『ほっと』の活動内容は多岐にわたることも身に染みています。こんな私ですが、謙虚さを 

   失わず法人の一員として真剣に且つ粛々と信頼される市民後見人を目指していきます。 

       今は亡きあのお母さまを時々思い出しながら。                 （小堀 和子）   

 



 
     
 

 

 

〈 戸籍を追って 〉 

 

               母は若い頃四街道で暮らしていたことがあったがそれが何処なのか聞かず 

           仕舞いであった。最近、母の戸籍から地名を見つけ古地図で探しあてた。丁度 

           同じタイミングで後見の申立をするためにご本人及びご家族の戸籍を調べる必 

           要が生じた。ご本人からご家族の状況や過去をお聞きすることには限界があり、 

幾つかの自治体に依頼して戸籍を追いかけることになったが、ノウハウや手間暇のかかる大変 

な作業であることを実感した。申立には必須のためやむを得ないと覚悟して取組んだが、戸籍を 

追うことは様々な発見をもたらしてくれた。ご本人及びご家族がどのような道のりをこれまで歩ん 

できたのか、想像力を掻き立てる材料を提供してくれた。例えば東京府という歴史的地名が登場 

したりまさに時間と空間の広がりの中で今までの生活があった。波乱万丈の歴史の延長線に今 

があり、これから私たちがかかわることになることを理解した。 

  縁ある四街道の地で過去を活かしてご本人と接していきたい。           （田中重穂） 

 

 

                      〈 講座の受講から実践へ 〉 

      

   これまでの職業経験から、高齢者や障がい者の消費者被害を目の当たりにする機会が多く、 

 市民後見人という存在に大きな関心を抱くようになりました。大学の養成講座を受講し、無事に 

 終了したものの、実践を踏まなければ意味がないと考え、思い切って『ほっと』の門をたたき入会 

 させて頂きました。 

    後見業務のスタートは平成２７年 1 月からです。重度心身障がい者である被後見人様が入院し 

   ている病棟での面会は、回を重ねるごとに笑顔での交流が可能となりました。ご家族とのコミュニ 

   ケーションを通し、また、病院での日常の様子を知ることにより、後見人の意義をあらためて考え、 

   責任の重さを感じております。試行錯誤しながらも、ようやく 1 年報告を終え、また新たな 1 年が 

   始まりました。被後見人様にとって、本当の幸せとは何かということを考えながら、今後も引き続 

   き、努力してまいりたいと思っています。 

                                           （武田佳代子） 

 

 

 

           

相談会は原則として 

毎月第 2 日曜日  

9:00～11:00 

わろうべの里にて開催しております。 

ご相談は無料です。 

お電話にてご予約ください。    

TEL&FAX043-312-7298
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